
第79号第79号

令和７年令和７年
11月１日 発行11月１日 発行

三種町

議会だより

発行：三種町議会

※表紙は生成A Iで「三種町山本地域のりんご園」
　をイメージして作成しておりますので、実際の
　ものとは異なります。

※表紙は生成A Iで「三種町山本地域のりんご園」
　をイメージして作成しておりますので、実際の
　ものとは異なります。

令和６年度決算
　安心な暮らしを支える基盤づくり　2

一般質問　７人が12項目を質す　　　8
会議録検索システム導入　　　　　17
ぼくたち・わたしたちの声　　　　18

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
基
盤
づ
く
り

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
基
盤
づ
く
り



三種町議会だより　第79号 2

安心な暮らしを支える基盤づくり安心な暮らしを支える基盤づくり
令和６年度決算

三種川監視カメラシステム更新業務

琴丘小学校改修工事実施設計業務、
山本地域統合小学校・八竜地域統合
小学校大規模改修工事実施設計業務

福祉医療給付費

窓口キャッスレス化システム構築業務

　三種川監視カメラ６台をデジタル化し
とことにより、昼夜問わず、水位などを
より鮮明な映像で確認できるようになり、
水害時の危機管理対応の充実に繋がった。

　琴丘小学校、山本・八竜地域各統合小
学校の改修工事に向けた工事実施設計が
作成された。
（琴丘105万6千円、山本358万6千円、八竜
924万円）

　18歳までの子ども、ひとり親の児童、
高齢身体、重度心身障害者の医療費自己
負担相当額を助成する制度。18歳までは、
すべての子どもの医療費を無料としてお
り、子育て支援の１つとして寄与した。

　本庁舎町民生活課、琴丘・山本各支所
へセミセルフレジが設置されたことによ
り、役場窓口での各種証明書交付手数料
は、クレジットカード・電子マネー・コー
ド決裁による支払いが可能となった。

事業費 4952万円

事業費 1388万2千円
事業費 1億3479万7千円

583万円事業費
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商品券事業、効果と販売率に課題
　プレミアム商品券発行事業は、町内消費喚起を目的として継続的に実施されているが、令和
６年度事業においては、目的の達成度を定量的（目に見える数字として確認できること）に把
握できておらず、事業効果の検証が十分とはいえない。また、同年度の商品券販売率は８４％
にとどまっているが、周辺自治体では、交付金を活用することでより高いプレミア率を設定し
ている事例もあるため、販売率改善の余地が残されているものと考えられる。
　ついては、詳細な事業効果の検証を行い、その結果を踏まえて、より効果的な事業内容とな
るよう調査研究されることを期待する。

◇付帯意見◇
一般会計

国保被保険者の負担軽減を
　令和６年度予算については、６月補正において増収を目的に税率改定が行われたが、決算と
しては、基金に大きく積み増しするほどの収入額となったことから、事業納付金等の将来見込
みが甘く、必要税額の精査が十分であったとはいえないことが指摘される。
　ついては、被保険者の負担を増やさないような賦課のあり方についてより研鑽に励み、今年
度に引き続き、令和８年度においても当該増税措置を緩和できるよう努められたい。

国民健康保険事業勘定特別会計

令和６年度　決算一覧
一　般　会　計 125億3097万5千円

19億5099万2千円
2億5936万8千円
28億1360万5千円

1022万2千円
1288万円

3億8482万5千円
11億2813万8千円

国民健康保険事業勘定特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険事業勘定特別会計 

介護サービス事業勘定特別会計 

温泉事業特別会計 

水道事業会計 

下水道事業会計 

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定
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　 15
件
の
掲
載
中

　
５
件
の
採
用

問　
求
人
情
報
サ
イ
ト
構

築
・
運
用
業
務
に
つ
い
て
、

概
要
は
。

答　
三
種
町
は
掲
載
枠
20

件
中
15
件
の
掲
載
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
５
件

の
サ
ー
ビ
ス
業
で
採
用
に

至
っ
て
い
る
。

排
水
ポ
ン
プ
２
台

　
増
設
で
対
応
可
能

問　
消
防
用
排
水
ポ
ン
プ

に
つ
い
て
、
２
台
購
入
し

た
ポ
ン
プ
の
配
備
状
況
は
。

答　
２
台
の
購
入
に
よ
り
、

所
有
す
る
消
防
用
排
水
ポ

ン
プ
は
計
４
台
と
な
っ
て

お
り
、
鵜
川
地
区
、
大
町

地
区
、
志
戸
橋
地
区
と
長

面
地
区
に
配
備
し
て
い
る
。

ポ
ン
プ
は
運
搬
で
き
る
た

め
、
局
地
的
な
洪
水
に
複

数
台
で
対
応
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

無
料
ア
プ
リ
で

子
育
て
強
化

問　
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

使
用
料
に
つ
い
て
、
ア
プ

リ
の
概
要
と
利
用
状
況
は
。

答　
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

の
う
ち
、
母
子
手
帳
ア
プ

リ
は
、
母
子
手
帳
デ
ー
タ

の
持
ち
運
び
や
共
有
が
で

き
る
ほ
か
、
子
育
て
交
流

施
設
か
ら
の
情
報
受
信
、

検
診
や
予
防
接
種
な
ど
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
乳
幼

児
検
診
や
子
育
て
交
流
施

設
の
利
用
者
へ
周
知
し
て

お
り
、
町
内
外
の
方
に
多

数
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
相
談
ア
プ

リ
に
つ
い
て
は
、
医
師
に

医
療
相
談
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
主
に
０
歳
か
ら
１

歳
ま
で
の
子
が
い
る
世
帯

の
方
や
妊
婦
に
登
録
い
た

だ
い
て
お
り
、
利
用
件
数

は
増
加
し
て
い
る
。

問　
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

に
、
電
子
予
診
票
機
能
は

搭
載
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
未
搭
載
の
場
合
、

搭
載
す
る
考
え
は
。

答　
搭
載
さ
れ
て
い
な
い
。

電
子
予
診
票
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
医
療
機
関
や

能
代
山
本
地
域
の
市
町
と

連
携
す
る
必
要
が
あ
り
、

当
町
単
独
で
の
判
断
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

若
者
活
動
支
援
事
業
で

若
者
同
士
の
つ
な
が
り
を

問　
若
者
活
動
支
援
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
11
団

体
へ
補
助
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
団
体
は
当
該
補
助

金
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

答　
当
該
補
助
金
は
、
自

分
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
で
は
な
く
、
地
域

貢
献
や
交
流
促
進
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
説

明
し
て
お
り
、
町
と
し
て

は
、
補
助
金
の
活
用
か
ら

新
た
な
若
者
同
士
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

みっしゅの情報取得・検診スケジュール管理などができるアプリ

決
算
特
別
委
員
会
審
査

　
令
和
６
年
度
決
算
は
、
全
議
員
（
15
人
）
で
構
成

さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
森
山
大
輔
、

副
委
員
長
・
荒
谷
要
伸
）
に
付
託
さ
れ
、
９
月
２
日
、

４
日
、
５
日
、
11
日
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
の
賛
否
が
分
か
れ
た
採
決
結
果
は
、
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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Ａ
Ｉ
対
応
電
子
黒
板
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

問　
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

一
体
型
電
子
黒
板
備
品
購

入
費
に
つ
い
て
、
活
用
内

容
は
。

答　
国
は
個
別
最
適
な
学

び
と
協
働
的
な
学
び
の
充

実
を
示
し
て
お
り
、
そ
の

実
現
に
は
、
１
人
１
台
端

末
と
電
子
黒
板
が
必
要
に

な
る
。

　

個
別
最
適
な
学
び
に
つ

い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
機
能
の

付
い
た
ド
リ
ル
教
材
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
個
別
の

進
捗
に
応
じ
た
学
び
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、

協
働
的
な
学
び
に
つ
い
て

は
、
生
徒
が
個
別
に
黒
板

ま
で
書
き
に
行
か
な
く
て

も
、
全
て
の
生
徒
の
意
見

が
一
瞬
で
表
示
さ
れ
る
た

め
、
少
数
意
見
も
含
め
て
、

多
様
な
意
見
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

賛否の分かれた
採決結果

結

　
　

果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

畠
　
山
　
勝
　
巳

三
　
浦

　
　
　

敦

高
　
橋

　
　
　

満

平
　
賀

　
　
　

真

成
　
田
　
光
　
一

遠
　
藤
　
勝
　
昭

児
　
玉
　
儀
　
広

森
　
山
　
大
　
輔

伊
　
藤
　
千
　
作

清
　
水
　
欣
　
也

荒
　
谷
　
要
　
伸

三
　
村

　
　
　

眞

小
　
澤
　
高
　
道

堺
　
谷
　
直
　
樹

一　般　会　計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険事業勘定特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席　除…除斥　委…委員長（採決に加わりません）

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
学
習

な
ど
で
も
個
別
の
意
見
を

表
示
さ
せ
て
、
協
働
的
な

学
び
を
実
現
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

今
後
の
下
水
道

　
　
　
　
経
営
戦
略

問　
大
又
処
理
場
の
有
収

率
に
つ
い
て
、
原
因
調
査

は
行
っ
た
か
。
ま
た
、
そ

の
対
応
は
。

答　
大
雨
時
な
ど
有
収
率

が
低
下
す
る
場
合
の
情
報

収
集
は
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
不
明
水
を
存
置
し

た
場
合
の
年
間
損
失
は
５

万
円
程
度
と
推
計
し
て
お

り
、
対
し
て
、
調
査
・
改

修
費
用
に
つ
い
て
は
高
額

に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
た

め
、
経
営
戦
略
と
し
て
は
、

管
路
更
新
ま
で
は
未
着
手

と
す
る
か
検
討
中
で
あ
る
。

町
と
商
工
会
が
協
力
し

町
の
活
性
化
を

問　
地
域
商
品
券
（
三
種

町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
）
発
行
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
の
主
体
は
。

答　
事
業
主
体
は
、
三
種

町
商
工
会
で
あ
る
が
、
町

か
ら
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
事
業
で
も
あ
る
た
め
、

事
業
に
つ
い
て
、
町
と
も

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

電子黒板の活用で協働的な学びを実現



三種町議会だより　第79号 6

三種中学校部活動用消耗品三種中学校部活動用消耗品

定期個別予防接種定期個別予防接種

議
案
審
議

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
創
設
対
応
補
助
金
に

つ
い
て
、
支
援
金
の
概
要

は
。

答　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
子
育
て

政
策
の
給
付
拡
充
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
８
年
度
か

ら
10
年
度
か
け
て
段
階
的

に
構
築
す
る
少
子
化
対
策

の
特
定
財
源
を
賄
う
た
め
、

全
経
済
主
体
か
ら
医
療
保

険
と
併
せ
て
支
援
納
付
金

を
徴
収
す
る
制
度
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
（
三
種

町
統
合
中
学
校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
駐
車
場
整
備

工
事
）

問　
設
計
変
更
に
よ
る
契

約
金
額
の
増
減
の
内
訳
は
。

答　
路
床
安
定
処
理
工
に

お
け
る
セ
メ
ン
ト
系
固
化

材
の
使
用
料
に
つ
い
て
は

１
０
０
㎡
あ
た
り
５
・
２

ｔ
と
し
て
い
た
が
、
３
・

４
ｔ
に
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
、
２
４
５
万
４
３
６

０
円
減
額
し
、
再
生
砕
石

に
つ
い
て
は
、
規
格
の
変

更
に
よ
り
76
万
７
１
６
９

円
増
額
し
た
。
そ
の
ほ
か

現
場
精
査
も
含
め
、
契
約

金
額
が
総
額
で
２
０
０
万

２
０
０
０
円
の
減
額
と
な

っ
た
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
秋
田
県
公
立
学
校
に

お
け
る
１
人
１
台
端
末
）

問　
端
末
の
購
入
に
あ
た

り
、
業
者
の
選
定
方
法
は
。

答　
端
末
の
購
入
は
、
県

と
市
町
村
と
の
共
同
調
達

と
し
て
お
り
、
県
が
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選

定
し
た
優
先
交
渉
者
と
町

が
随
意
契
約
す
る
も
の
で

あ
り
、
１
台
あ
た
り
の
単

価
は
、
４
万
４
５
０
０
円

で
あ
る
。

問　
貯
水
槽
解
体
工
事
調

査
設
計
業
務
の
委
託
内
容

は
。

答　
解
体
工
事
調
査
設
計
、

地
質
調
査
業
務
と
工
作
物

の
補
償
調
査
業
務
を
一
括

し
て
業
務
委
託
す
る
も
の

で
あ
る
。

問　
工
作
物
の
補
償
調
査

の
概
要
は
。

答　
撤
去
す
る
貯
水
槽
は
、

私
有
地
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
周
辺
道
路
の
幅
員
が

非
常
に
狭
く
、
付
近
に
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
が
あ

る
た
め
、
解
体
工
事
に
よ

る
影
響
を
予
め
調
査
す
る

も
の
で
あ
る
。

議
案
審
議

一　
般　
会　
計

２０１４万円

新型コロナワクチン定期接種費用の
町助成額変更による減額。

ピックアップ9月補正

２４４万６千円

三種中学校野球部とバスケットボール部の試合用
ユニフォームの購入にかかる費用を増額。
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９月定例会で審議された議案

報　　告
専決処分の報告について（令和７年度三種町一般会計補正予算） 

令和６年度三種町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 　

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度三種町一般会計補正予算） 承　　認

令和７年度三種町一般会計予算の補正について 

令和７年度三種町国民健康保険事業勘定特別会計予算の補正について 

令和７年度三種町後期高齢者医療特別会計予算の補正について 

令和７年度三種町介護保険事業勘定特別会計予算の補正について 

令和７年度三種町介護サービス事業勘定特別会計予算の補正について 

令和７年度三種町温泉事業特別会計予算の補正について 

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

三種町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 

三種町議会の議員の定数を定める条例の一部改正について 

三種町議会議員政治倫理条例の一部改正について 

三種町議会デジタル手続条例の制定について 

三種町議会委員会条例の一部改正について 

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

工事請負契約の一部変更について（三種町立統合中学校校舎棟等建築工事） 

工事請負契約の一部変更について
（三種町立統合中学校グラウンド整備・法面保護工事） 

工事請負契約の一部変更について
（三種町立統合中学校テニスコート・駐車場整備工事） 

財産の取得について（軽四輪駆動小型動力ポンプ積載車） 

財産の取得について（三種中学校施設備品（会議用机・椅子等）） 

財産の取得について（秋田県公立学校における１人１台端末）

三種町議会会議規則の一部改正について 

 

原案可決

原案可決
　

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

予算補正

条　　例

単　　行

承　　認

地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する陳情 採　　択

三種町議会基本条例の制定に関する決議について

陳　　情

原案可決委員会提案
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一般質問７議員が登壇
　　　12項目を質すただ

P 9　清水　欣也 議員 ○人口減少と外国人材の受け入れについて

P10　三村　　眞 議員 ○三種町におけるコミュニティ・スクールについて
 ○「三種町こども計画」について

P11　遠藤　勝昭 議員 ○部活動の地域移行について

P12　森山　大輔 議員 ○教育魅力化への取り組み
 ○若者活動支援
 ○児童発達支援

P13　堺谷　直樹 議員 ○改正鳥獣保護管理法について
 ○高齢者見守り支援について

P14　畠山　勝巳 議員 ○「三種町ふれあいバス」を運行している「住民共助
 　組織」への最賃法違反の勧告と今後の対応について

P15　伊藤　千作 議員 ○「難聴」対策補聴器購入費用の助成、現在の２万円
 　を進んでいる他市町村以上に拡充を
 ○全国で２万人の「孤独死」支援求めやすい社会にす
 　るため、町として実態調査と対策を

内容について、AIによって作成された文章を補助的に利用しています。

一般質問は９月10日に行われました。
一般質問とは、年４回の議会定例会において行われます。
議題とは関係なく、議員が町政全般にわたって執行機関に対し、施策の状況や方針などに
ついて説明や報告を求めるものです。
通告制が採用されており、通告（質問の届出）は、議員個人の判断によります。

AI

AI

AI

AI

AI

AI

AI

AI

質　問　者
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清水　欣也　議員

問　
人
口
減
少
に
よ
る
労

働
者
不
足
が
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
地
方
の
労
働
力
不

足
は
深
刻
で
あ
り
、
そ
の

確
保
を
外
国
人
材
に
求
め

る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。

　
我
が
町
に
お
い
て
も
人

手
不
足
の
波
は
確
実
に
高

ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
、
建
設
業
や
縫
製
業
を

中
心
に
外
国
人
労
働
者
を

受
け
入
れ
る
企
業
が
多
く

な
っ
た
。

　
町
と
し
て
は
、
人
手
不

足
の
た
め
の
外
国
人
材
の

受
入
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
町
内
の
企
業
が
受
け
入

れ
て
い
る
外
国
人
労
働
者

の
数
や
そ
の
受
入
企
業
な

ど
の
実
態
は
。

町
長　
令
和
７
年
７
月
時

点
で
就
労
し
て
い
る
外
国

人
労
働
者
は
68
人
、
受
入

事
業
所
は
10
事
業
所
で
あ

る
。

問　
外
国
人
労
働
者
の
受

入
に
関
す
る
町
と
し
て
の

基
本
的
な
考
え
を
聞
き
た

い
。

町
長　
国
や
県
に
お
い
て

も
受
入
企
業
や
事
業
所
に

対
す
る
支
援
な
ど
に
対
し

対
応
を
強
化
し
て
お
り
、

町
と
し
て
も
人
材
の
育

成
・
確
保
、
定
着
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
て
い
く
時

期
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
外
国
人
労
働
者
の
受

入
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
、

町
の
商
工
会
が
全
面
に
立

つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
商

工
会
の
意
向
確
認
を
し
た

こ
と
が
あ
る
か
。

課
長
等　
町
の
商
工
会
に

は
具
体
的
な
相
談
は
な
い

た
め
、
特
別
な
取
組
は
し

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

問答
外
国
人
材
受
入
支
援
が
必
要
で
は

対
応
を
講
じ
る
時
期
に
来
て
い
る

　

県
と
県
商
工
会
連
合
会

が
連
動
し
て
取
組
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
町
と
し
て

も
商
工
会
と
連
携
で
き
る

か
今
後
相
談
し
て
い
き
た

い
。

問　
受
入
企
業
の
苦
労
の

最
も
大
き
い
の
が
、
受
け

入
れ
た
外
国
人
の
住
ま
い

の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

し み ず き ん や

　
空
き
家
と
な
っ
て
い
る

町
営
住
宅
の
利
活
用
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

課
長
等　
単
独
住
宅
は
家

族
単
位
と
い
う
条
件
を
超

え
る
活
用
は
想
定
し
て
い

な
い
が
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

問　
今
後
、
外
国
人
労
働

者
が
１
０
０
人
、
２
０
０

人
と
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
。
そ
う
い
う
時
代
が
ま

も
な
く
来
る
と
思
う
。

　
そ
れ
に
対
す
る
行
政
対

応
は
片
手
間
で
は
で
き
な

い
。
外
国
人
の
受
入
を
ト

ー
タ
ル
で
管
理
す
る
組
織

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長　
加
速
度
的
な
動
き

に
対
し
て
は
、
現
体
制
で

の
対
応
は
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
専
門
的
な
外
部

組
織
や
人
材
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

外国人労働者の住まいとして空き家となった町営住宅の利活用は
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三
種
町
こ
ど
も
計
画

三村　　眞　議員

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
成
果
は
ど
う
か
。

教
育
長　
保
護
者
、
地
域

が
学
校
運
営
に
参
画
し
、

学
校
と
一
体
と
な
り
子
ど

も
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

が
構
築
さ
れ
、
地
域
と
共

に
学
校
づ
く
り
が
進
ん
で

来
て
い
る
。

問
　
ど
の
よ
う
に
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
開
校

予
定
の
三
種
中
学
校
で
円

滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
る
。
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
９
年
度
の
小
学

校
再
編
に
向
け
て
、
森
岳

小
学
校
と
金
岡
小
学
校
合

同
、
浜
口
小
学
校
と
湖
北

小
学
校
合
同
、
琴
丘
小
学

校
に
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
の
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
具
体
例
と
し
て

何
が
あ
る
か
。

教
育
長　
歌
舞
伎
、
読
み

聞
か
せ
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
も

あ
り
、
料
理
教
室
な
ど
が

あ
る
。

問
　
本
町
の
子
育
て
支
援

の
課
題
は
何
か
。

町
長　
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
子
育

て
支
援
を
推
進
す
る
上
で

の
課
題
で
あ
る
。

問
　
病
児
保
育
に
つ
い
て

町
独
自
で
検
討
し
た
こ
と

は
あ
る
の
か
。

課
長
等
　
実
施
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

深
く
掘
り
下
げ
て
検
討
し

た
こ
と
は
な
い
。

問
　
こ
ど
も
計
画
策
定
後

は
、
検
証
や
報
告
が
必
要

で
は
な
い
か
。

課
長
等
　
事
業
実
施
状
況

や
課
題
、
効
果
な
ど
を
確

認
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

な
ど
定
期
的
に
話
合
い
を

持
ち
な
が
ら
効
果
的
な
計

画
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
子
ど
も
に
特
化
す
る

課
が
な
い
状
況
だ
が
、
町

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

問

答

こども計画の検証や報告は

話合いの場を持ち推進を図りたい

町
長
　
子
ど
も
を
中
心
と

し
た
親
世
代
が
町
と
協
力

で
き
る
よ
う
な
組
織
で
あ

れ
ば
一
番
い
い
と
思
っ
て

い
る
。
子
育
て
関
係
で
い

ろ
い
ろ
ご
質
問
頂
い
て
る

た
め
、
一
つ
一
つ
し
っ
か

り
受
け
止
め
て
、
担
当
課
、

教
育
委
員
会
も
含
め
て
今

や
っ
て
い
る
こ
と
は
進
め

た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
今
後
も
ご
指
摘
な
ど
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

※

み む ら まき

※

　
保
護
者
・
地
域
住
民

な
ど
が
委
員
と
な
る
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
た
学
校
の
こ
と
で
す
。

学
校
運
営
に
地
域
の
意

見
を
積
極
的
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
、

地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る

制
度
で
す
。

み
た
子
さ
ん

　
　
　
の
解
説

子どもに特化した課の設置は
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遠藤　勝昭　議員

問　
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
伺
う
が
、
本
町

で
も
全
国
大
会
に
出
場
す

る
部
活
動
も
あ
り
、
そ
の

経
験
は
今
後
の
糧
と
な
る
。

令
和
８
年
度
に
統
合
さ
れ

る
三
種
中
学
校
で
も
継
続

的
な
活
動
を
期
待
し
て
い

る
。
本
町
の
取
組
と
課
題

は
。

教
育
長　
令
和
５
年
度
よ

り
部
活
動
の
地
域
移
行
検

討
委
員
会
を
組
織
し
、
地

域
連
携
や
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
へ
の
移
行
に
向
け
て
検

討
し
て
き
た
。
生
徒
、
保

護
者
と
教
員
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
関
係
団
体
へ

の
指
導
者
受
入
調
査
の
実

施
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
実
施
主
体
や
運

営
団
体
の
あ
り
方
、
指
導

者
の
確
保
と
研
修
の
あ
り

方
、
活
動
経
費
や
保
護
者

負
担
の
あ
り
方
な
ど
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

問　
指
導
員
確
保
に
向
け

て
の
取
組
は
。

課
長
等　
ス
ポ
ー
ツ
協
会

や
指
導
的
な
立
場
に
立
っ

て
い
た
だ
け
る
団
体
、
保

護
者
の
方
々
に
広
く
声
を

か
け
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
教
職
員
や
町
職
員

が
兼
職
・
兼
業
と
い
う
形

で
参
加
で
き
な
い
か
な
ど

指
導
者
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

問　
本
町
の
部
活
動
指
導

員
は
。

課
長
等　
県
か
ら
町
に
３

人
の
配
置
指
定
を
受
け
山

本
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
部
、

琴
丘
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス

部
、
八
竜
中
学
校
陸
上
部

の
各
部
１
人
ず
つ
配
置
し

て
い
る
。

問　
指
導
員
資
格
は
必
要

か
。
ま
た
、
資
格
取
得
支

援
の
考
え
は
。

課
長
等　
指
導
資
格
を
持

っ
た
方
が
参
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
が
あ

り
資
格
が
必
要
で
あ
る
。

支
援
に
つ
い
て
は
町
で
主

催
し
た
り
団
体
の
研
修
会

に
派
遣
し
て
資
格
取
得
支

援
を
行
う
。

問答
指
導
員
と
保
護
者
負
担
軽
減
は

支
援
の
あ
り
方
を
検
討

問　
保
護
者
の
経
済
的
負

担
は
。

課
長
等　
三
種
中
学
校
に

は
部
活
動
を
実
施
す
る
施

設
が
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
活
用
で
保
護
者
の
送

迎
負
担
は
あ
る
程
度
解
消

出
来
る
。

　

経
費
面
で
は
町
村
会
と

部
活
動
の
支
援
に
要
望
な

ど
を
行
い
、
一
つ
一
つ
課

題
を
ク
リ
ア
し
、
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

えんどう かつあき

さまざまな部活動の活躍が町民に勇気と感動を与えた
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若
者
活
動
支
援

児
童
発
達
支
援

森山　大輔　議員

問　
地
域
課
題
を
題
材
と

し
た
課
題
解
決
型
学
習
を

中
学
校
で
も
導
入
し
て
は
。

教
育
長
　
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
活
用
し
て
取
組

を
進
め
て
い
る
。

問　
事
業
の
効
果
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長
　
町
の
賑
わ
い
創
出

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
貢
献
い

た
だ
い
て
い
る
。

問　
若
者
支
援
事
業
の
事

業
主
体
の
新
た
な
取
組
を

支
援
す
る
考
え
は
。

町
長
　
多
様
な
状
況
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
個
別

に
企
画
政
策
課
へ
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
活
動
拠
点
と
し
て
廃

校
な
ど
を
活
用
す
る
考
え

は
。

町
長
　
団
体
か
ら
要
望
は

な
く
、
交
流
に
は
公
共
施

設
の
利
用
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
廃
校
な
ど
の
活
用

は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　
障
害
の
あ
る
子
ど
も

や
発
達
に
特
性
を
持
つ
子

ど
も
が
急
増
し
て
お
り
、

対
応
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
早
期
に
適
切
な

支
援
を
行
う
こ
と
で
２
次

的
な
問
題
の
発
生
を
防
ぎ
、

安
定
し
た
生
育
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
町

立
学
校
で
は
専
門
的
な
支

援
を
ど
の
よ
う
に
提
供
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
特
別
支
援
学
級

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

通
級
指
導
教
室
で
学
習
や

行
動
、
友
達
と
の
関
わ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
個
別
指

導
し
て
い
る
。

問　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
が
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
補
助
制
度
を
設
け

る
考
え
は
。

町
長
　
現
時
点
で
は
町
独

問

答

高校魅力化への参画を検討しては

連携や参画について注視する

自
の
上
乗
せ
は
考
え
て
い

な
い
。

問　
対
象
者
の
増
加
に
よ

り
保
育
士
加
配
費
用
の
事

業
者
負
担
が
増
加
し
て
い

る
。
県
も
補
助
制
度
を
検

討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
の
制
度
を
見
直
す
考
え

は
。

町
長
　
県
の
支
援
制
度
が

明
ら
か
に
な
り
次
第
見
直

し
を
図
り
た
い
。

問　
幼
少
期
か
ら
の
継
続

的
な
支
援
で
健
全
な
成
育

を
確
保
す
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
で
は
な
い
か
。

課
長
等
　
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
。

問　
み
っ
し
ゅ
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
支
援
窓
口
と
な

る
の
か
。

課
長
等
　
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。

もりやま だいすけ

事業の活用で町の賑わいやイメージアップを
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高
齢
者
見
守
り
支
援

問　
地
域
課
題
を
題
材
と

し
た
課
題
解
決
型
学
習
を

中
学
校
で
も
導
入
し
て
は
。

教
育
長　
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
活
用
し
て
取
組

を
進
め
て
い
る
。

問　
事
業
の
効
果
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長　
町
の
賑
わ
い
創
出

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
貢
献
い

た
だ
い
て
い
る
。

問　
若
者
支
援
事
業
の
事

業
主
体
の
新
た
な
取
組
を

支
援
す
る
考
え
は
。

町
長　
多
様
な
状
況
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
個
別

に
企
画
政
策
課
へ
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
活
動
拠
点
と
し
て
廃

校
な
ど
を
活
用
す
る
考
え

は
。

町
長　
団
体
か
ら
要
望
は

な
く
、
交
流
に
は
公
共
施

設
の
利
用
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
廃
校
な
ど
の
活
用

は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　
障
害
の
あ
る
子
ど
も

や
発
達
に
特
性
を
持
つ
子

ど
も
が
急
増
し
て
お
り
、

対
応
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
早
期
に
適
切
な

支
援
を
行
う
こ
と
で
２
次

的
な
問
題
の
発
生
を
防
ぎ
、

安
定
し
た
生
育
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
町

立
学
校
で
は
専
門
的
な
支

援
を
ど
の
よ
う
に
提
供
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長　
特
別
支
援
学
級

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

通
級
指
導
教
室
で
学
習
や

行
動
、
友
達
と
の
関
わ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
個
別
指

導
し
て
い
る
。

問　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
が
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
補
助
制
度
を
設
け

る
考
え
は
。

町
長　
現
時
点
で
は
町
独

自
の
上
乗
せ
は
考
え
て
い

な
い
。

問　
対
象
者
の
増
加
に
よ

り
保
育
士
加
配
費
用
の
事

業
者
負
担
が
増
加
し
て
い

る
。
県
も
補
助
制
度
を
検

討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
の
制
度
を
見
直
す
考
え

は
。

町
長　
県
の
支
援
制
度
が

明
ら
か
に
な
り
次
第
見
直

し
を
図
り
た
い
。

問　
幼
少
期
か
ら
の
継
続

的
な
支
援
で
健
全
な
成
育

を
確
保
す
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
で
は
な
い
か
。

課
長
等　
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
。

問　
み
っ
し
ゅ
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
支
援
窓
口
と
な

る
の
か
。

課
長
等　
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。

堺谷　直樹　議員

問　
改
正
鳥
獣
保
護
管
理

法
が
施
行
さ
れ
、
市
街
地

で
の
発
砲
が
市
町
村
の
責

任
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
町
長
が
判
断
す

る
の
か
。

町
長　
熊
な
ど
が
人
の
生

活
圏
に
出
没
し
、
と
ど
ま

る
な
ど
し
た
場
合
、
猟
友

会
や
警
察
へ
連
絡
し
現
地

で
対
応
を
検
討
す
る
。
緊

急
銃
猟
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
は
、
通
行
規
制
や

避
難
指
示
な
ど
の
安
全
確

保
措
置
を
講
じ
、
私
が
捕

獲
者
に
対
し
て
銃
猟
行
為

を
依
頼
し
実
行
す
る
。

問　
避
難
や
通
行
止
め
な

ど
の
周
知
方
法
は
。

町
長　
緊
急
銃
猟
を
行
う

場
所
の
状
況
を
考
慮
し
、

警
察
と
協
議
の
う
え
通
行

制
限
や
避
難
指
示
の
範
囲

を
決
定
し
、
防
災
無
線
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
す
る
。

問　
こ
れ
ま
で
以
上
に
猟

友
会
と
の
密
接
な
連
携
が

必
要
と
な
る
が
対
応
は
。

町
長　
２
か
月
ご
と
に
情

報
交
換
の
場
を
設
け
る
。

必
要
に
応
じ
て
警
察
か
ら

も
同
席
い
た
だ
き
連
携
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　
安
否
確
認
や
見
守
り

体
制
の
現
状
は
。

問答
緊
急
銃
猟
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
は

町
長
が
捕
獲
者
に
銃
猟
行
為
を
依
頼

町
長　
各
地
区
の
民
生
児

童
委
員
が
定
期
的
に
訪
問

し
安
否
確
認
や
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
も

支
援
が
必
要
な
独
居
高
齢

者
を
訪
問
し
、
健
康
保
持

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

状
況
は
。

町
長　
現
時
点
で
活
用
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
く
。

問　
地
元
の
中
高
生
を
見

守
り
活
動
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
、
世
代
間
交
流
を

深
め
な
が
ら
高
齢
者
を
支

え
て
い
く
仕
組
み
が
構
築

で
き
れ
ば
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
事
だ
と
思
う
。
ど

う
考
え
る
か
。

町
長　
見
守
り
と
福
祉
の

心
を
育
て
る
た
め
の
教
育

は
今
後
必
要
に
な
っ
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
教
育

委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

さかいや な お き

森岳地区で夜間に目撃されたクマ
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問　
三
種
町
ふ
れ
あ
い
バ

ス
を
運
行
す
る
住
民
共
助

組
織
が
、
最
低
賃
金
法
を

含
む
労
働
基
準
法
違
反
で

能
代
労
働
基
準
監
督
署
か

ら
是
正
勧
告
を
受
け
た
。

　
令
和
７
年
６
月
の
議
会

で
は
、
町
長
は
「
最
低
賃

金
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
て
い
た
が
、
今

回
の
事
態
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

　
ま
た
、
労
基
署
は
運
転

手
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
は
な
く「
雇
用
労
働
者
」

と
認
定
し
た
が
、
町
の
認

識
を
改
め
る
こ
と
は
な
い

の
か
。

町
長　
共
助
団
体
の
是
正

勧
告
は
、
携
帯
電
話
を
運

転
手
に
持
た
せ
て
い
た
こ

と
と
、
運
行
の
合
間
を
休

憩
時
間
と
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
を
改
善
し
、

改
善
前
の
差
額
と
割
増
分

を
運
転
手
に
支
払
い
、
労

基
署
へ
の
報
告
を
終
え
て

い
る
。

　

こ
の
改
善
に
よ
り
、
最

低
賃
金
を
下
回
っ
て
い
な

い
こ
と
を
同
監
督
署
よ
り

確
認
済
で
あ
る
た
め
、
町

が
違
法
な
賃
金
を
指
導
し

た
と
い
う
認
識
に
は
当
た

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
「
住
民
共

助
」
の
意
識
で
協
力
し
て

く
れ
て
い
る
方
々
に
支
え

ら
れ
て
こ
れ
ま
で
継
続
し

て
き
た
。
労
基
署
か
ら
も

住
民
共
助
と
し
て
継
続
す

る
た
め
の
助
言
を
得
て
い

る
た
め
、
今
後
に
つ
い
て

は
、
住
民
共
助
団
体
の
意

向
を
確
認
し
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

課
長
等　
労
基
署
が
「
労

働
者
」
と
認
定
し
た
の
は
、

町
が
令
和
７
年
度
か
ら
運

転
手
と
「
意
向
確
認
書
」

を
交
わ
し
た
こ
と
が
理
由

で
あ
る
。

　

今
後
は
、
関
係
団
体
と

協
議
し
、
町
の
考
え
方
を

整
理
し
て
い
く
。

問

答

ふれあいバスは最賃法違反では

違反の指導との認識は当たらない

問　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運

営
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
な
く
、
雇
用
形
態

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

課
長
等　
町
は
ふ
れ
あ
い

バ
ス
を
地
域
住
民
が
互
い

に
助
け
合
う
「
住
民
共

助
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

運
行
団
体
の
多
く
も
「
労

働
と
な
れ
ば
、
こ
の
仕
組

み
は
壊
れ
る
」
と
認
識
し

て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
運
行
目
的
は
、
地
域
の

相
互
扶
助
と
地
域
づ
く
り

推
進
と
し
て
い
る
。

　

公
共
交
通
の
し
く
み
を

維
持
す
る
た
め
今
後
も
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
住

民
共
助
団
体
と
協
議
を
続

け
て
い
く
。

畠山　勝巳　議員
はたけやま か つ み

住民共助団体が運行するふれあいバス
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問　
加
齢
に
伴
う
難
聴
に

つ
い
て
は
、
年
齢
の
進
行

と
と
も
に
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
症
状
が
進
行
す
る
こ

と
で
、
適
切
な
聞
こ
え
が

得
ら
れ
ず
、
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

く
な
り
、
高
齢
者
が
社
会

的
孤
独
や
鬱
、
認
知
症
、

フ
レ
イ
ル
に
陥
る
危
険
性

を
高
め
る
と
い
う
研
究
結

果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
補
聴

器
の
価
格
は
片
耳
で
安
価

な
も
の
で
数
万
円
と
非
常

に
高
額
な
と
こ
ろ
か
ら
、

低
所
得
者
に
は
と
て
も
補

聴
器
の
購
入
が
困
難
な
状

況
で
あ
り
、
補
聴
器
の
利

用
が
普
及
さ
れ
な
い
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
県
内
に
お
い
て
率
先
し

て
こ
の
助
成
制
度
に
踏
み

出
し
た
の
が
三
種
町
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
大
い
に
私

は
評
価
し
て
い
る
。

　
現
在
の
２
万
円
の
助
成

額
を
他
市
町
村
以
上
に
引

き
上
げ
て
拡
充
し
て
い
っ

た
ら
ど
う
か
。

町
長　
難
聴
は
単
な
る
耳

の
聞
こ
え
に
く
さ
と
い
う

感
覚
的
な
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
健
康
や
生
活
の
質

に
多
方
面
の
影
響
を
及
ぼ

す
重
大
な
リ
ス
ク
要
因
で

あ
る
こ
と
が
近
年
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
認
知
症
と
の

関
連
で
あ
る
。

　

軽
度
難
聴
で
認
知
症
リ

ス
ク
が
２
倍
、
中
等
度
で

３
倍
、
高
度
で
は
５
倍
に

増
加
す
る
と
の
研
究
結
果

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
難

聴
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ

る
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
極

め
て
深
刻
な
も
の
と
承
知

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
助
成
は
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お

持
ち
の
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
方
に
対
し
購
入
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
取

問答
補
聴
器
助
成（
上
限
２
万
円
）拡
充
を

助
成
額
を
含
め
制
度
の
見
直
し
を
図
る

得
す
る
ほ
ど
の
重
い
症
状

で
な
い
も
の
の
、
軽
度
・

中
等
度
難
聴
に
よ
り
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
や
社
会

参
加
に
支
障
を
感
じ
る
高

齢
者
に
対
し
、
補
聴
器
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
る
。

　

今
後
、
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
事
業

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

助
成
を
受
け
や
す
く
な
る

よ
う
、
助
成
額
を
含
め
た

制
度
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
く
。

問　
全
国
で
２
万
１
８
５

６
人
、
死
後
８
日
以
上
も

経
過
し
て
か
ら
発
見
さ
れ

る
孤
独
死
の
人
数
が
発
表

さ
れ
た
。
孤
独
・
孤
立
に

つ
い
て
町
と
し
て
の
対
策

は
。

町
長　
７
月
１
日
現
在
、

本
町
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
は
２
１
２
４
世
帯
で
、

こ
の
う
ち
独
居
世
帯
が
１

１
２
８
世
帯
で
あ
る
。
孤

独
・
孤
立
対
策
に
は
、
居

場
所
づ
く
り
や
見
守
り
・

安
否
確
認
、
相
談
支
援
、

生
活
支
援
と
い
っ
た
多
面

的
な
取
組
が
不
可
欠
で
あ

る
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
孤
立
を
生
ま
な
い
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
。

い と う せんさく

伊藤　千作　議員

「
孤
独
死
」、孤
立
支
援

求
め
や
す
い
社
会
へ

う
つ

助成額の拡充で「聞こえ」の手助けを
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令和７年

期日：令和７年８月８日（金）

単　行

報　告

原案可決財産の取得について（三種中学校サーバー室ネットワーク関連機器）

原案可決財産の取得について（琴丘総合体育館システムカウンタ）

令和７年度三種町一般会計予算の補正について

　

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
芳
野
正
明
氏
を
講
師
と
し
て
、

「
議
会
の
「
見
え
る
化
」
＆
住
民
と
の
「
信
頼
築
く
」

|
議
会
広
報
の
基
本
と
編
集
|
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
い
た
。

　

各
町
村
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
広
報
誌
の
講
評
を

聞
い
て
い
る
と
、
今
後
の
編
集
に
向
け
て
非
常
に
活

か
さ
れ
る
内
容
と
思
っ
た
。

　

今
後
も
、
広
報
誌
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
の
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
、
広
報
委
員
と
力
を
合
わ

せ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
編
集
活
動
に
努
力
し
て
い
き

た
い
。

三
村　
　

眞　
　

記

7/18　秋田県町村議会広報研修会
　　　　～秋田県市町村会館にて～
7/18　秋田県町村議会広報研修会
　　　　～秋田県市町村会館にて～

　

長
野
県
飯
綱
町
議
会
元
議
長
の
寺
島
渉
氏
か
ら
は
、

「
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
と
議
会
改
革
の
推
進
」

と
題
し
て
、
議
会
の
独
自
性
を
い
か
に
出
す
か
を
自

ら
の
過
去
の
実
践
を
参
考
に
分
か
り
や
す
く
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
角
田
浩
一
氏
か
ら
は
、
「
夏

の
参
議
院
議
員
選
挙
の
行
方
」
と
題
し
て
、
参
議
院

選
挙
の
方
向
性
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

畠
山　

勝
巳　

記

7/18　秋田県町村議会議員研修会
　　　　～秋田県市町村会館にて～
7/18　秋田県町村議会議員研修会
　　　　～秋田県市町村会館にて～
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令和７年

会議録検索システムを導入しました！会議録検索システムを導入しました！

期日：令和７年10月20日（月）

単　行

報　告

原案可決財産の取得について（三種中学校施設備品（カーテン））

原案可決財産の取得について（三種中学校施設備品（事務用机・椅子等））

専決処分の報告について（令和７年度三種町一般会計補正予算）

←ＱＲコードはこちら

町HＰ・
アンケートは
こちらから

←ＵＲＬはこちらＵＲＬ　https://www.town.mitane.akita.dbsr.jp/

　会議録検索システムは、町ホームページからも御利用いただけます。
また、町ホームページではシステムがもっと使いやすくなるよう利用
者アンケートを実施しております。システムを利用された方は、アン
ケートへの御協力をお願いします。

（町HＰ＞行政情報＞議会＞会議録＞会議録検索システム）

⚠
過
去
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、
現
議
員
の
任
期
分

（
令
和
４
年
６
月
議
会
定
例
会
）
か
ら
掲
載
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後

順
次
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

会議録検索システムとは、インターネット上で会議録を閲
覧・検索できるシステムです。キーワード（保育、介護な
ど）や発言者名で検索すると、複数ある会議録の中から必
要な情報を簡単に探し出すことができます。
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編集後記

森岳小学校６年生の声

「森小子ども見守り隊」の皆さんの
おかげで、安心安全のもと登校がで
きる。
学年関係なくみんなが仲良く、元気
なあいさつがとびかう。
森岳地区の伝統を引継ぎ、地域の祭
典などで「森岳子ども歌舞伎」を披
露している。

（取材：三村　眞、荒谷　要伸、森山　大輔）

金岡小学校６年生の声

毎年秋に行われる恒例のサツマイモ
掘りと、今年から復活した鍋っこ会
（きりたんぽ鍋）。
地域の七星神社で行われる奉納相撲。
今年は、６年生全員参加！
校歌とは別に、いろいろな行事のと
きにみんなで歌うオリジナルソング
「なかまとともに」。

（取材：遠藤　勝昭、畠山　勝巳、児玉　儀広）

　「読まれる・伝わる」議会だよりを目
指して日々研鑽に励み、誌面改善を重ね
てきました。任期も残りわずかとなりま
したが、最終号までより良い誌面づくり
に励んでまいります。

森山　大輔　記　

編
　
集
　

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
三
村
　
　
眞

副
委
員
長
　
遠
藤
　
勝
昭

委
　
　
員
　
畠
山
　
勝
己

　
〃
　
　
荒
谷
　
要
伸

　
〃
　
　
児
玉
　
儀
広

　
〃
　
　
森
山
　
大
輔

「わたしたちの学校自慢」

「わたしたちの学校自慢」




